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これまでの企画・運営経験を活かし外部の
視点も取り入れた質の高いイベント企画・
運営を実現 京都府京都市

1993

394

年

名

学校法人立命館の各種業務アウトソーシ
ングの受託および業務サポート等

学生の街でもある京都で、自分の経験を還元してい
きたいと考えて応募しました。入社後は、自分より
知識・経験が豊富な課員が多く、マネジメントの仕
方に戸惑うこともありました。年間 150 件程度のイ
ベントを運営しているのですが、どのイベントも少
しずつ違いがあり、全く同じものがありません。改
めてイベント運営の奥深さを感じる毎日です。イベ
ントが無事終了して学園や課員、関係者全員がほっ
と笑顔になったときは大きな達成感がありますし、
やりがいを感じます。

立命館という学園がより大きな学びの拠点となるた
めには、学園関係者だけでなく多くの協力企業様、
地域の方々なども巻き込んだイベントも開催してい
く必要があります。学園の発展に寄与する事業会社
として、学園外のことをよく知り、より柔軟な発想
ができる金澤氏の力でクリエイティブな企画提案を
行い、運営においても中心的な役割を果すよう期待
しています。

付加価値の高いイベントを企画・実行するには、
これまでの常識でものごとを考えるのではなく、
変化を積極的に求め、意思をもってそれを継続す
ることが必要です。金澤氏は常識にとらわれず、
課員が自信を持って働き、成果を生み出すための
手段を、経験を積んだ課員に対しては尊敬の気持
ちを添えて、若手職員には労いの言葉と共に、常
に発信しています。課の雰囲気も生き生きとし、
うまくとりまとめてくれていると感謝しています。

大学卒業後、会社員を経て京都へ。花街で
イベントの企画・運営をした後ベンチャー
企業勤務

主な経歴：

企画事業部部長

役職名： 企画事業部イベント事業課課長

金澤 崇士 氏

年　齢： 46 歳
家族構成： 妻
出身地： 還流ルート：愛知県 I ターン
業務遂行手段： 事務所での業務

当社の企画事業部イベント事業課では、立命館大学を中心とする学園のイベント業務を受託という形で担ってい
ます。しかし、コロナ禍の影響でイベントはリアルとオンラインを組み合わせたハイブリット型が主流となり、
必要とされる技術が多様化し、求められる質も高くなってきました。また、少子化や教育全般をめぐる外部環境
の大きな変化のもと、当社には、より質の高いイベントを積極的に提案し、学園に新しい価値をもたらす役割が
期待されるようになってきました。この期待に応えるためには、従来のメンバーに加えて社会の変化に敏感で社
内外のリソースを上手に集めまとめることができる人材が必要だと考え、人材募集に踏み切りました。

より質の高いイベントの企画運営に向けて新しい人材が必要

金澤氏には、当社のイベント事業に新たな発想を持ち込むと同時に、課員のマネジメントも期待しました。
イベント事業課が行うイベントは、入学式・卒業式・オープンキャンパス、各種シンポジウムや研究発表会
など多岐に渡ります。それぞれの課員がイベント案件毎に独立して、学園内の様々な部署や担当者に対応す
ることが多く、皆、自分のやり方をしっかり持っています。付加価値の高いイベントを行うには、これらの
課員をしっかりまとめ、一人一人の成長により生み出される価値を最大限に発揮できる環境をつくるととも
に、デジタル化の進む業務に対応できる力が不可欠です。花街でお茶屋・芸妓・舞妓をまとめ上げてイベン
トを行った経験がある金澤氏は、十分なスキルを持っていると思いました。

課員の価値を引き出し付加価値の高いイベントを企画・実行する

イベント業務遂行や課員のマネジメントにも力を発揮していますが、金澤氏の入社はもうひとつ副次的な効果
をもたらしました。課員から「働きやすくなった」という言葉をよく聞くようになったのです。学園側はイベ
ントに対し、学生・生徒のためになるものをと非常に大きな思いを持っています。その思いの大きさはしばしば、
イベントを運営する当社に対する厳しさとなり表れます。そういうときに、金澤氏が両者の間に立って学園側
に働きかけ、調整を行う場面もありました。結果的に課員の仕事に対する社会的意義や価値への実感が高まり、
生き生きと業務に取り組む姿勢を頻繁にみることができるようになりました。

学園外部の風が入り、イベント業務だけでなく働き方まで変化

部谷 多賀子 氏

株式会社クレオテック50 京都府


